
注：ｂタイプの使用サイズは左右 50mm～120mm未満
　　このデータからの縮率は 50%～120%未満
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1. 概要
このたびは、コガネイiB-Move用ティーチングボックスをお買い上げいただき誠にありがとうございます。本
取扱説明書は本機の特徴、使い方について説明しています。内容をよくお読みになり正しくご使用されま
すようお願いいたします。
本装置はiB-Moveコントローラの専用操作ボックスです。
本装置にて、パラメータ/ポイントの設定及び初期化、また、ポイント移動・ティーチング移動を行なうこ
とができます。

2. 外観及び各部の機能

① RS485ケーブル（CN1）
　 コントローラM2A-C1-A1のCOMコネクタと接続します。
② 液晶（LCD）表示部：16文字 2行
　 この画面にデータが表示されます。
③ 電源LED表示
 　電源供給時、LEDが点灯します。
④ スタートキー
　 コントローラM2A-C1-A1を作動させる際に押します。
⑤ エンターキー
　 設定データの決定時、又は、次画面へ移行する際に押します。
⑥ エスケープキー
　 前画面へ戻る際に押します。
⑦ タイプ切換キー
　 ノーマルモードとイージーモードを切り換えます。
⑧ 左右上下キー
　 液晶画面に表示されたデータのカーソル移動や数字変更の際に押します。

M2A-T

START

Esc

M2A Teaching Box

Easy

Normal
TYPE

POWER モード セレクト
1:SET  2:RUN  3:HE
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82
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30
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）

①

③

⑦

④

⑤⑥

②

⑧



コントローラ
IBM2A-C1-A1

外部機器

I/Oケーブル 2m
（コントローラに付属）

ケーブル 1mUSBケーブル

ティーチングボックス
IBM2A-T1

DC電源
DC24V

汎用パソコン

サポートソフト注

電源ケーブル 2ｍ
（コントローラに付属）

アクチュエータケーブル
IBM2A-K1-1L, 3L, 5L 

USB-RS485変換器（オプション）
IBM2A-H1

M2A-T

START

Esc

M2A Teaching Box

Easy

Normal
TYPE

POWER

原点センサケーブル
IBM2A-S□C

参考

推奨

PWR

ALM

I/O

COM

ACT

24V
0 V
F.G.

M
ADE IN JAPAN

3. 仕様
3-1. システム構成
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項目

電源

表示

設定方法

通信方法

一般

適用コントローラ形式

3-2. 仕様一覧

形式

電源電圧

消費電流

設定表示

電源表示

使用温度

使用湿度

保存温度

ノイズ耐性

質量

IBM2A-T1
コントローラより供給

50mA MAX.

LCD 16 文字× 2行

電源投入時  LED点灯（内部 5V）

キー操作   :UP    :DOWN   :LEFT   :RIGHT

              :ENTER    Esc :ESCAPE     START :START   

　　　　
Easy
Normal

: タイプ切換え

RS485 準拠

0〜 40℃

35〜 80％ RH（結露なきこと）

−10〜 65℃

IEC61000-4-4　電源ライン･通信ライン　1KV（レベル 2）

本体：200ｇ
IBM2A-C1-A1

注：�付属のパソコン用サポートソフトを使用する場合は、
USB-RS485変換器が必要です。
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3-3. 配線仕様

　● コントローラ IBM2A-C1-A1に接続した場合

コントローラ側コネクタS1 ティーチングボックス側

CN1S1

1. A
2. B
3. GND
4. TB_V
5. SHI

1. A
2. B
3. GND
4. TB_V
5. SHI

5. GND
10. A
11. B
14. ＋24V/24V

3-4. 通信パラメータ

項目 仕様

ボーレート 230.4kbps

ストップビット 1

スタートビット 1

パリティービット なし

データビット長 8

通信方式 半二重・調歩同期式
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4. 使用方法
4-1. iB-Moveコントローラとの接続

・�iB-MoveコントローラのRS485コネクタ（S1）とティーチングボックスのRS485ケーブル（CN1）を接続
します（iB-Moveコントローラには、RS485ケーブル以外に電源ケーブル、モータケーブル、I/Oケーブ
ルを接続する必要があります。接続をご確認ください）。

4-2. 電源の接続
・次にiB-Moveコントローラに電源（DC24V）を供給してください
　（iB-Moveコントローラより、ティーチングボックスに電源が供給されます）。
・ティーチングボックスのPOWER LEDが点灯すれば正常に電源が供給されています。

4-3. ティーチングボックスによる操作
・表示画面の2行目にその時選択できるモードが表示されます。
　Aの例（モードセレクト）の場合、選択できるモードは、
　1：SET　 2：RUN　 3：HE

　の3種類です。 キーにてモードを選択します。
　選択された番号が点滅します。
・A画面よりエンターキーを押していくと階層が深くなっていきます。
  一つ手前の階層に戻る場合はエスケープキーを押してください。
・D画面では数字を入力します。

　 キーで桁を選択します。選択された桁が点滅します。

　 キーで数字のUP/DOWNをします。

A

モード セレクト

1 :SET  2:RUN  3:HE

B

セッテイ モード

1 :EDIT    2:INIT

C

ヘンシュウ モード

1 :POINT  2:PARAM

D

PNT No. [＊  ＊ ]

Esc

Esc

Esc

P＊＊＝＊,_＊＊＊.＊＊,＊＊＊,＊＊

注意：�ティーチングボックスの操作をする時はコントローラのI/O専用入出力命令は使用しないでく
ださい。ティーチングボックス操作中、I/O専用入出力命令によりコントローラから送信があ
った場合、ティーチングボックスは誤った表示をすることがあります。なおティーチングボック
スを接続中でもコントローラのI/O専用入出力命令は使用できます。

	 �コントローラのCOMコネクタと、ティーチングボックスからのケーブルコネクタとを抜き差しす
る際は、ケーブルを強く引っ張らないでください。断線の原因となります。
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5. 操作方法
パラメータ・ポイントの変更・初期化、アクチュエータの作動・エラー履歴・バージョン確認等が行なえ
ます。
パラメータ内容・エラー等の詳細は、アクチュエータ本体の取扱説明書を参照してください。

　　　　
Easy
Normal
キーを押すことで、イージーモード/ノーマルモードを切り換えることができます。

	 5-1. モードセレクト
・［モードセレクト画面］にて、
　�1：SET（編集/初期化）　
　2：RUN（作動/指令位置監視）　
　3：�HE（バージョンチェック/アラーム・エラー履歴）	

を左右キーにて選択し、エンターキーで決定してください。

モード セレクト

1 :SET  2:RUN  3:HE

1:SET
（設定）

5-2へ
P.7

モードセレクト画面

5-3へ
P.12

5-4へ
P.15

2:RUN
（運転）

3:HE
（ヘルプ）

①ポイントの設定／初期化
②パラメータの設定／初期化

③アクチュエータの試運転
④指令位置監視

⑤バージョンチェック
⑥言語選択
⑦アラーム・エラー履歴

1:SET

2:RUN

3:HE
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5-2. 設定（SET）モード
編集（ポイント/パラメータ）・初期化（ポイント/パラメータ）を行ないます。

・ �［モードセレクト画面］にて 1:SETを左右キーにて選択します。1:SETを点滅させエンターキーで決定
します。
・次に［設定モード画面］にて、
　1:EDIT（編集）、 2:INIT（初期化）を左右キーにて選択し、エンターキーで決定してください。
・以下、〈5-2-1〉編集モード、〈5-2-2〉初期化モードに従って、編集・初期化を行なってください。

モード セレクト

1 :SET  2:RUN  3:HE

セッテイ モード

1 :EDIT  2:INIT

1:SET

1:EDIT
（編集）

2:INIT
（初期化）

5-2-1へ
P.8

5-2-2へ
P.11

モードセレクト画面

設定モード画面

Esc
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5-2-1. 編集（EDIT）モード
ポイントの設定/パラメータの設定を行ないます。

・ �［設定モード画面］にて 1:EDITを左右キーにて選択します。1:EDITを点滅させエンターキーで決
定します。

・次に［編集モード画面］にて、
　�1:POINT（ポイントの設定）、 2:PARAM（パラメータの設定）を左右キーにて選択し、エンターキーで
決定します。

・�以下、〈5-2-1-1〉ポイント設定（P.9）モード、〈5-2-1-2〉パラメータ設定（P.10）モードに従って、ポイント
/パラメータの設定を行なってください。

ヘンシュウ モード

1 :POINT  2:PARAM

1:EDIT

1:POINT
（ポイントの設定）

2:PARAM
（パラメータの設定）

5-2-1-1へ
P.9

5-2-1-2へ
P.10

設定モード画面

編集モード画面

Esc

セッテイ モード

1 :EDIT  2:INIT



ヘンシュウ モード
1 :POINT  2:PARAM

P＊＊＝＊,＊＊.＊,＊＊＊,＊
PNT No. [＊  ＊ ]

Esc

Esc

Esc

Esc

Esc

Esc

Esc

Esc

Esc

モード センタク
D  H

イチニュウリョクホウセンタク
1 :INPUT  2:TEACH

ソクド ニュウリョク
[＊＊ ＊ ]

ゲンテンフッキシマスカ？
1 :YES  2:NO

ゲンテンフッキ
OK

Esc

カソクド ニュウリョク
[＊＊ ＊ ]

Esc

ゲンソクド ニュウリョク
[＊＊ ＊ ]

Esc

オシツケリョク ニュウリョク
[＊ ＊ ]

カクニン P＊＊＝
＊,＊＊.＊,＊＊＊,＊＊＊,＊

ケッカ
OK

編集モード画面

現ポイントデータを表示

ポイント番号選択画面

モード選択画面

位置入力法選択画面

速度入力画面

位置入力画面 :INPUT 位置入力画面 :TEACH

押付力入力はHモードの場合のみ

NGの場合

加速度入力画面

減速度入力画面

押付力入力画面

確認画面

結果画面

原点復帰選択画面

通信異常時
通信異常モードへ

原点復帰完了画面

原
点
復
帰
完
了
時

1:POINT

1:INPUT 2:TEACH 原点復帰未了時 2:NO

ティーチング プレイバック
－：〈－－　－－〉：＋

スウチニュウリョク
＊＊ .＊

1:YES

通信異常時
通信異常モードへ

［設定範囲］注
0.0～48.0mm

［設定範囲］
1～100％

［設定範囲］
1～100％

［設定範囲］
1～100％

［設定範囲］
1～10レベル

桁左移動

桁右移動

ＵＰ

ＤＯＷＮ

桁左移動

桁右移動

ＵＰ

ＤＯＷＮ

桁左移動

桁右移動

ＵＰ

ＤＯＷＮ

桁左移動

桁右移動

ＵＰ

ＤＯＷＮ

桁左移動

桁右移動

ＵＰ

ＤＯＷＮ
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	 5-2-1-1. ポイント設定モード
ポイントの書込みを行ないます。

・［位置入力画面］にて、
　1:INPUTの場合は数値を入力してください。
　2:�TEACHの場合は、原点未了の場合には、原点復
帰選択画面にて原点復帰を行なうかを選択し、そ
の後、ティーチングボックスでアクチュエータを
動かしてポイント位置を決めてください。

・�［編集モード画面］で1:POINTを左右キーで選択します。
・��［ポイント番号選択画面］にて、上下キーにて、設定するポイントナンバーを選択し、エンターキーで決定します。
・�［位置入力法選択画面］にて、ポイント位置を入力する方法を選択してください。
・ポイントデータ入力方法は、
　1:INPUT 数値で位置を入力します。
　2:�TEACH アクチュエータをティーチングボックスのボタンで移動させ位置データを読み取ります。

注：�各アクチュエータごとの入力範囲
についてはIBM2A-C1-A1コント
ローラの取扱説明書（X425102）
を参照してください。
入力範囲以外を入力すると決定で
きずに00.0表示になります。
その場合には、入力範囲の確認を
行なってください。
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	 5-2-1-2. パラメータ設定モード
パラメータの書込みを行ないます。

・［編集モード画面］で2:PARAMを左右キーで選択します。
・�［パラメータ書込み画面］にて、上下キーで、設定するパラメータを選択し、エンターキーで決
定します （書込み可能なパラメータしか表示されません）。

・�［現パラメータ画面］では現在のパラメータを表示します。書込みを続行する場合はエンターキ
ーを、キャンセルする場合はエスケープキーを押してください。パラメータ書込み画面へ戻りま
す。

・［パラメータ変更画面］では、パラメータの変更を行ないます。
　　　数字UP　　　　：上キー
　　　数字DOWN　　 ：下キー
　　　数字の桁作動　  ：左右キー
・上下キーにて設定する数字に変更できたら、エンターキーを押し、書込みを行ないます。
・書込み可能なパラメータ詳細はコントローラの取扱説明書を参照してください。

ヘンシュウ モード

1:POINT  2 :PARAM

PRM No. [＊  ＊ ]

Esc

Esc

Esc

Esc

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

編集モード画面

パラメータ書込み画面

＊＊＊＊

ゲンパラメータ  [＊＊]
現パラメータ画面

＊＊＊＊

パラメータ ヘンコウ

OK

ケッカ

パラメータ変更画面

2:PR

通信異常時
通信異常モードへ

PRM0、PRM1、PRM2、
PRM3、PRM5、PRM6、
PRM21、PRM30、PRM31、
PRM32、PRM33、PRM34、
PRM37、PRM38、PRM39、
PRM44

桁左移動

桁右移動

ＵＰ

ＤＯＷＮ

パラメータＵＰ

パラメータＤＯＷＮ
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	 5-2-2. 初期化（INIT）モード
ポイントデータ、パラメータデータを初期化します。

・�［設定モード画面］にて 2：INITを左右キーにて選択します。2:INITを点滅させエンターキーで決
定します。

・［初期化選択画面］にて、
　�1:POINT（ポイントの設定）、 2:PARAM（パラメータの設定）を左右キーにて選択し、エンター
キーにて決定します。

・［確認画面］で初期化する前に、必ず初期化するデータ内容を確認してください。

セッテイ モード

1 :EDIT  2 :INIT

1 :POINT  2:PARAM

Esc

Esc

Esc

Esc

ショキカ モード

設定モード画面

初期化モード画面

アクチュエータ番号入力は
PARAM選択の場合のみ＊＊＊

アクチュエータバンゴウ

1 :YES  2 :NO

ショキカシマスカ？(＊＊＊)

              [WAIT]

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

OK

＊＊＊ ショキカ

確認画面

自動

2:INIT

2:NO

1:YES

通信異常時
通信異常モードへ

［設定範囲］
100：IBM2A5×10
101：IBM2A5×10
110：IBM2A10×20
111：IBM2A10×30
120：IBM2A16×32
121：IBM2A16×48
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	 5-3. 運転（RUN）モード
原点復帰/ポイント作動/現在指令位置確認を行ないます。

・�［モードセレクト画面］にて 2:RUNを左右キーにて選択します。2:RUNを点滅させエンターキー
で決定します。

・［運転モード画面］にて、左右キーで、1:ORG、2:MOV、3:POより選択します。
・�以下、〈5-3-1〉、〈5-3-2〉、〈5-3-3〉に従って、原点復帰/ポイント作動/現在指令位置確認を行な
ってください。

モード セレクト

1:SET  2 :RUN  3:HE

ウンテン モード

1 :ORG  2:MOV  3:PO

1:RUN

1:ORG
（原点復帰）

2:MOV
（作動）

5-3-1へ
P.13

5-3-2へ
P.14

モードセレクト画面

運転モード画面

Esc

3:PO
（指令位置）

5-3-3へ
P.15
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	 5-3-1. 原点復帰（ORG）モード
原点復帰を行ないます．

 ・�［運転モード画面］にて 1:ORGを左右キーにて選択します。1:ORGを点滅させエンターキーで決
定します。

 ・原点復帰確認画面で作動させるかを選択してください。

ウンテン モード

1 :ORG  2:MOV  3:PO

ゲンテンフッキシマスカ？

1 :YES  2:NO

ゲンテンフッキシマスカ？

          [WAIT]

ゲンテンフッキ

OK

1:ＯＲＧ

2:NO

1:YES

自動

運転モード画面

原点復帰確認画面

Esc

Esc

通信異常時
通信異常モードへ
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	 5-3-2. 運転（MOV）モード
ポイント作動を行ないます．

・�［運転モード画面］にて 2:MOVを左右キーにて選択ます。2:MOVを点滅させエンターキーで決定
します。

・ポイント番号選択画面で移動先ポイントを選択してください。

ウンテン モード

1:ORG  2 :MOV  3:PO

ポイントイドウ [P＊＊]

          [WAIT]

ポイントイドウ [P＊＊]

OK

2:MOV

自動

NGの場合

OKの場合に自動

運転モード画面

ポイント番号選択画面

Esc

Esc

Esc

ポイントイドウ [P＊＊]

＊＊.＊

通信異常時
通信異常モードへ

通信異常時
通信異常モードへ

PNT No. [＊  ＊ ]

P＊＝＊,_＊＊＊.＊＊,＊＊＊,＊＊

現ポイント表示

現在位置表示

桁左移動

桁右移動

ポイント番号ＵＰ

ポイント番号ＤＯＷＮ

NG 表示は、ポイント番
号選択画面より再設定。
または、ポイントデータ入
力後、再設定。



	 5-4. ヘルプ（HE）モード　
配線されているコントローラのバージョン・アラームチェックなどを行ないます。

・�［モードセレクト画面］にて 3:HEを左右キーにて選択します。3:HEを点滅させエンターキー
で決定します。

・［ヘルプモード画面］にて、左右キーで、1:VER 2:LAN 3:ERより選択します。
・�以下、〈5-4-1〉、〈5-4-2〉、〈5-4-3〉に従って、コントローラのバージョン・アラームチェック
などを行なってください。

	 5-3-3. 現在指令位置確認（PO）モード
現在の指令位置を画面に表示します。

・�［運転モード画面］にて 3:POを左右キーにて選択します。3:POを点滅させエンターキーで決定
します。
  現在指令位置確認が表示されます。
・エスケープキーで、運転モード画面に戻ります。

- 15 -

ウンテン モード

1:ORG  2:MOV  3 :PO

3:PO

運転モード画面

指令位置表示画面

Esc

＊＊.＊

－－－シレイイチヒョウジ－－－

モード セレクト

1:SET  2:RUN  3 :HE

ヘルプ モード

1 :VER  2:LAN  3:ER

3:HE

1:VER
（バージョン）

2:LAN
（言語選択）

5-4-1へ
P.16

5-4-2へ
P.16

モードセレクト画面

ヘルプモード画面

Esc

3:ER
（エラー履歴）

5-4-3へ
P.16



- 16 -

	 5-4-1. バージョン情報（VER）モード	

・�［ヘルプモード画面］にて 1:VERを左右キーにて選択します。1:VERを点滅させエンターキーで
決定します。
  コントローラのヴァージョンが表示されます。

	 5-4-2. 言語選択（LAN）モード	
	

・�［ヘルプモード画面］にて 2:LANを左右キーにて選択します。2:LANを点滅させエンターキーで
決定します。
  左右キーで言語を選択してエンターキーを押してください。
  1:JPN（日本語）    2:ENG（英語）

	 5-4-3. アラーム・エラー履歴（ER）モード

・�［ヘルプモード画面］にて 3:ERを左右キーにて選択します。3:ERを点滅させエンターキーで決定
します。
  ［エラー履歴画面］に、エラー履歴が表示されます。
  上下キーにて過去16個のエラー履歴を見ることができます。

ヘルプ モード

1 :VER  2:LAN  3:ER

1:VER

機能モード画面

バージョン表示画面

Esc

Ver ＊.＊＊  :M2ATB

Ver ＊.＊＊  :M2A-C1

ヘルプ モード

1:VER  2 :LAN  3:ER

2:LAN

機能モード画面

言語選択画面

言語切換実行

Esc

1 :JPN  2:ENG

ゲンゴ センタク

ヘルプ モード

1:VER  2:LAN  3 :ER

3:ER

機能モード画面

エラー履歴画面 UP

DOWN

Esc

＊＊:＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

－－－エラーヒョウジ－－－

通信異常時
通信異常モードへ
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	 5-5. イージーモード
ポイントデータを簡易的に設定、作動させることができます。
また、現在指令位置を取得することができます。
・�［イージーモード画面］にて 1:EDITを左右キーにて選択します。1:EDITを点滅させエンターキー
で決定します。
  原点未了状態の場合は、原点復帰確認を行ないます。
  原点復帰後に［設定モード画面］へ移行します。
・［設定モード画面］にて、
  モード・指令位置・速度・（加速度/減速度/押付力）を設定します。
  上下左右キーにて選択し、エンターキーにて決定・データ書込みします。

  STARTキーを押すことで、指定のポイント作動を行ないます。

・現在指令位置を取得する場合、［イージーモード画面］にて 2:POSを左右キーにて選択します。
  2:POSを点滅させエンタキーで決定します。
  以降の操作はP.15を参照してください。

イージー モード

1 :EDIT  2:POS

ゲンテンフッキ

OK

P0＝＊,＊＊.＊,＊＊＊,＊＊

P1＝＊,＊＊.＊,＊＊＊,＊＊

1:EDIT

2:NO

NGの場合

2:POS

1:YES

書込み（指定ポイント）

ポイント作動（指定ポイント）

イージーモード画面

原点復帰確認画面

設定モード画面

原点復帰未完了時

原点復帰完了時

Esc

Esc

Esc

START

1 :YES   2:NO

ゲンテンフッキシマスカ？

［現在指令位置］

P.15 参照

［設定項目］
モードDの場合
P＊ = モード（D） , 位置 , 速度 ＆ 加速度 &減速度
モードHの場合
P＊ = モード（H） , 位置 , 速度 &加速度 &減速度 , 押付力

各アクチュエータごとの入力範囲については、
M2A-C1-A1コントローラ取扱説明書を参照してください。

桁左移動

桁右移動

ＵＰ

ＤＯＷＮ

注：速度を変更すると、加速度と減速度も
　　同じ値に変更されます。
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6. 通信異常モード
LCD表示画面の2行目が［WAIT］表示の時に通信を行なっています。何らかの原因により、所定
の時間になっても［WAIT］画面の状態であった場合、また、表示画面に適正な表示がされない場
合は通信異常です（通信ケーブルの断線等により、コントローラより返信がない等）。
以下の例のようにモードセレクト画面に戻し、通信ケーブルまたはアクチュエータを確認してくだ
さい。

例

注：�原点復帰等の移動作動でも、移動中は“［WAIT］”表示です。この時に、エンターキー＋エスケー
プキーを押してしまうと、正常に作動しているにもかかわらず、通信異常画面になってしまい
ますので、ご注意ください。

ヘンシュウ モード

ツウシンガデキマセン！！コント

[ESCAPE]ヲオシテクダ

          [WAIT]

通信異常です !!同時押し＋

[WAIT] 画面の状態で、所定の時間が
きても自動的に先に進まない !!

［モードセレクト画面へ戻る］
通信異常を解決させ、再度、モードセレクト画面より設定を行なってください。

編集モード画面

通信異常画面

Esc

1 秒以上Esc

ヘンシュウ モード

1 :POINT  2:PARAM
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